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表紙写真の解説
ニホンリスとタケウチトゲアワフキ

　企画展「多様な埼玉の生きもの－秩父学自然編を実物で学ぶ－」によせて、秩父に生息する多

数の生きものの中から、子供たちにも人気のある「ニホンリス」と変わった習性をもつ「タケウ

チトゲアワフキ」を紹介します。

ニホンリス（リス科）：一般に哺乳類は夜行性のものがおおいですが、ニホンリスは日中に活動

するためときどき目撃されます。秩父地方の平地から山地の林に生息し、奥秩父の山小屋などで

見かける愛らしい姿は登山者の人気者です。クリやミズナラなどの木の実を食べ、マツやクルミ

の実に独特の食痕を残すことで知られています。樹上にスギの皮をはいで球形の巣を作ります。

体の長い尾は、樹上の枝や幹を素早く移動するときに体のバランスをとる役目をします。

タケウチトゲアワフキ（トゲアワフキムシ科）：アワフキムシはセミの仲間で、幼虫は草や小枝

にみられる泡状の巣の中で成長します。タケウチトゲアワフキ（円内写真）もそれに近い仲間で

す。本種は背中に特徴的な長いとげがある奇妙な形をしています。幼虫はシナノキなど小枝の表

面に固く細長いつつ状の巣を作ってその中にすむという風変わりな習性をしています。成虫は体

長が５mmほどの小さな昆虫で、埼玉県では秩父地方の数か所でしかみつかっていない希少種です。

（松本　充夫・専門員兼学芸員）

催し物のお知らせ（11月～２月）　　　　あなたもさんかしてみませんか

●※１は、当日申込です。受付順です。入館料と材料費（200円）が必要です。

● ※２と※３は、事前申込です。参加費が必要です。申込み順です。開催日の１ヶ月前から受け付けます。「往復はがき」か「Ｅメール」で、

お申し込みください。

●※４は、当日申込です。受付順です。入館料は必要です。

●詳しいことは博物館にお問い合わせください。

シリーズ 行　事　名 実　施　日 実施時間 対　　　象（人数）

企画展示
多様な埼玉の生きもの

－秩父学自然編を実物で学ぶ－
平成22年２月７日（日）まで 9：00～16：30 一般

季節展示

アカトンボ 11月29日（日）まで 9：00～16：30 一般

メタセコイアの四季
平成21年12月１日（火）～

平成22年３月14日（日）
9：00～16：30 一般

体験工房

木の葉でアート 12月５日（土） 13：00～15：30 一般・児童生徒とその同伴者（32名）※１

簡単な化石の模型づくり １月23日（土） 13：00～15：30 一般・児童生徒とその同伴者（32名）※１

粘土で作る動物 ２月27日（土） 13：00～15：30 一般・児童生徒とその同伴者（32名）※１

自然史講座
「植物の調べ方Ⅲ」 12月16日（水） 10：00～15：00 一般（10名）※２

「岩石の見分け方（初級編）」 １月27日（水） 10：00～15：00 高校生以上（30名）※２

観察会 「荒川中流の地層と化石」 11月29日（日） 10：00～15：00 一般（30名）※３　　　

県民の日記念イベント 体験教室、施設公開など 11月14日（土） 9：00～16：30 一般　入場料無料

ナイトミュージアム 夜間開館

11月14日（ 土 ）～11月29日（ 日 ）

は、博物館周辺で紅葉のライト

アップが行われます。この期間

中の土･日曜日と祝日は、夜８

時30まで開館を延長します。

一般

生涯学習フェスティバル

参加事業

３Ｄ（立体視）にチャレンジ 10月30日（金）、31日（土） 13：00～15：30 一般※４

何でも拡大 11月１日（日）、３日（火） 13：00～15：30 一般※４

その他の事業 研究発表会　 12月13日（日） 10：00～15：30 一般（120名）
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